
（１） 肉用牛 

 

 本県の肉用牛飼養頭数は、生産基盤の整備や、価格安定対策等諸施策の実施により、平成 26 年

より僅かではあるが上昇に転じており、平成 28 年に前年比 1,467 頭の増加、平成 29 年に前年比

1,178 頭と 4 年連続の増加となり、完全に回復基調となっている。 

  また、飼養形態は繁殖経営が主体で、離島地域では放牧飼養による低コスト生産が実施されてい

る。 

 

  

         

 

 

【第 11 回全国和牛能力共進会】 

資料：｢12 月末家畜・家きん等の飼養状況調査｣県畜産課 ＊肥育牛出荷頭数：（公社）日本食肉格付協会｢牛枝肉格付情報｣（H15~） 
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（２）酪 農 

 

 本県の酪農は、全国的な消費の低迷、飼料価格の高騰などにより、飼養戸数、飼養頭数 とも

に減少傾向で推移しておりましたが、県外からの導入に頼るのではなく、県内にある家畜改良セ

ンターに育成牛を預けて県内育成に力を入れたことにより、3 年ぶりに増頭になっております。 

 

 

-8-



牛乳需給状況の推移 
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（３）養 豚 

 

 本県の豚の飼養頭数は、環境問題、担い手不足等の諸問題から、飼養戸数および頭数が平

成 27 年度までは減少傾向で推移していたが、現在は微増であるが上昇に転じ始めている。 

 さらに飼料価格の高騰や、食に対する消費者意識の高まり等に対応するため、生産性が高

く、安全で高品質な県産豚肉の生産が求められている。 

 そのため、沖縄県では、平成 30 年度から新たに「おきなわブランド豚増頭体制確立事

業」を実施し、抗病性機能を有する次世代ランドレースを作出し、県外大ヨークシャーと

の交配による生産性の高い高能力繁殖母豚（次世代 LW）の供給体制の確立に取組み、1 母

豚あたりの肉豚生産頭数の増頭を図っている。

 

       
     

     沖縄アグー豚          おきなわアイランド 
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（４）養 鶏 

 

 近年、採卵鶏の飼養戸数は減少しているが、飼養羽数は安定しており、鶏卵の生産量は、 

約 20,000ｔで、安定した供給体制が図られている。 

 沖縄県養鶏協会は、県産たまごの消費拡大促進と養鶏農家の経営安定を図るため、８月９日を「エ

ッグの日」として制定し、県産たまごの消費拡大イベントを行っている。 
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 ブロイラーは、主に沖縄本島北部地域で生産されており、県全体で約 60 万羽が飼養されている。

また、生産した鶏肉は、ほとんどが県内向けに出荷されている。 
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